
 

「Kode61 バードケージ」のプロダクションモデル 
第⼀号が納⾞、併せて Ken Okuyama Cars のラインナップが集結 

 
 

ken Okuyama Cars 最新フューオフ、「Kode61 バードケージ」のプロダクション
モデル第 1 号が国内顧客へと 2024 年２⽉ 29 ⽇に納⾞され、併せて、kode57  
ベルリネッタ（右ハンドル仕様、納⾞済の個体）、kode7 が KEN OKUYAMA 
DESIGN 東京スタジオに集結しました。 
「Kode61 バードケージ」は 2023 年 5 ⽉にイタリア コモ湖畔で開催されたコ
ンコルソデレガンツァ・ヴィラデステのコンセプトカー部⾨へのノミネートを
⽪切りに、8 ⽉には北⽶ペブルビーチ・コンコース・デレガンスのコンセプト・
ローン、そして 11 ⽉のラスベガス・コンコースと世界の主要なラグジュアリー・
カーイベントでプレミアを⾏いました。「Kode61 バードケージ」はピニンファ
リーナにおいてフェラーリ、マセラティなど多くのスポーツカーをデザインした奥⼭清⾏が、ピニンファリーナとマセ
ラティとのコラボレーションで製作したコンセプトカー、「バードケージ 75th」の発展形としてスタイリング開発を⾏
った、2 シーター・バルケッタ（⼤型のウインドスクリーンを持たないオープン形状）スタイルのスポーツモデルです。 
フロントにはイタリア製 V12(580hp)の⾃然吸気エンジンが搭載され、6 速マニュアル・ミッションを持つ FR トランス

アクスル・レイアウトが採⽤されています。“バードケージ（⿃かご）”のよ
うな繊細なスチールパイプフレームが基本構造と、キャビンのデザインテー
マとして活かされ、軽量な CFRP 製ボディパネルが組み合わされています。
⾼剛性を誇るオリジナルシャーシと軽量な CFRP コンポーネンツの採⽤な
ど、最新のテクノロジーによる⾼い運動性能が特徴です。 
 
キャビンのテーマは、Ken Okuyama Cars 各モデルの特徴であった、ドライ
バーとパッセンジャーが独⽴したレイアウトのツインコックピットをさら
に 進 化 さ せ た も の で 、   
電動格納式ウィンドウシー
ルドも採⽤されています。 
「Kode61 バードケージ」は
Ken Okuyama Cars ⼭形フ
ァクトリーにて現在、既受
注分が製作されており、現
在もオーダーメイド・ベー
スにて限定台数の受注を受
けております。 

 

 

 

［Related sites］ 

Official Site:  https://www.kenokuyamadesign.com/ 
Kode61 Special Site:  https://www.kenokuyamadesign.com/oneoff/press/kode61/ 
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